



A Case Study of Energy Efforts in 
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　　　　　 Old wooden house and RC apartment
　　　　　 Highly insulated and highly airtight
     This study examined the effectiveness of insulation 
for energy saving. Two differently structured buildings 
were employed for this study: an old wooden house and a 
reinforced concrete （RC） apartment. The wooden house is 
located in Niigata Prefecture known as a heavy snow region 
in winter. The house was built as highly insulated and highly 
airtight and, moreover, was divided into two sections to 
improve the heating efficiency for this experiment. The RC 
apartment, on the other hand, is in Chiba Prefecture where 
is by the Pacific Ocean and relatively warm. Insulation 
materials were applied around the wall of a room of the 
apartment. The study found that applying insulation in both 
building was effective for heating efficiency and helped 































ー２基が設置してある。中門部分の建築面積は 31.31 ㎡ （ 19 尺





























































６月 22 日法律第 49 号　以下、省エネ法と略す）に基づく告示「住
宅に係るエネルギーの使用の合理化に関する建築主の判断の基






　暖房デグリーデー（Ｄ 18-18 ）＊ 7 は、十日町市で 2924 度日、
白井に近いところの数値はないが、東京・横浜 1700 度日ほどで
ある。ちなみに仙台 2614 度日。この数値が大きい地域ほど暖房
が必要になる。暖房デグリーデー＊ 8 は１日の平均気温が 18℃以
下の日をいう。単位の「度日」は、１日の平均気温℃と18℃の差に、
年間の平均気温が 18℃以下の日数を乗じた数値である。たとえ
ば、暖房デグリーデーが 200 日で、－４℃が 60 日、０℃の日が
50 日、10℃の日が 90 日とすれば、22 × 60 ＋ 18 × 50 ＋８× 90
＝ 2930「度日」、また暖房デグリーデーが 140 日で、０℃の日








図 2　最上の６階にある RC 住戸 − 北から見る
　　　（地図・写真、グラフ・表には全体の通し番号をつけた）
図 3　雪の古民家 − 本屋の前面に前中門が突出する
表 4　千葉県佐倉と新潟県十日町の月ごとの気温と日照時間（気象庁）
十日町 2008 年　気温佐倉 2008 年　気温





































































































図 9　 中門の玄関ホール − 写真奥の縄のれんは台所境
表 11　古民家の温湿度 − 2002 年 1 月 1 日〜 20 日



































































































































































































































一階の床面積は 31.35㎡（ 9.5 坪）であるので、住宅全体の建築面









図 13　6 階の RC 住戸の北面外観


































　書斎は玄関の脇にあり、建築時の設計図 （図 16 ）によると東




が 2.30 ｍ、内側が高く 3.20 ｍ、南半部は水平でここの天井高は

























ル」（電気ヒーターミニパネル　R-P326、100V 320W KTE 三洋




















































表 19　暖房温度の立上り状況 − 2007 年 12 月 21 〜 22 日
日　時 中門ホール 本屋 中門床下 外気
21 日 13:20 4.4℃ 2.℃ 6.0℃ 5 ℃
15:20 9-10. 6.7 3
17:20 10.8 5-6. 7.1 2.3




















　２月８日の 17 時頃に小型温度記録計 （商品名 「おんどと
り」）＊ 26 を書斎、居間、玄関 （その後に玄関のものは玄関入口の
外側に移した）の３ヵ所に設置した。暖房による書斎の室温の





























積は、22.12 ㎡、容積は 94.2 ㎥ほどである。
　居間は、天井が高く、前記のように南面にガラス戸が広く開
き（内法 2.1 ｍ，幅 5.4 ｍ）、開放的で日当たりがよい空間である。
ただし部屋の断熱気密性は良好とはいえない。現在、暖房器具
は石油ストーブ（ 15 畳用）＊ 28 を南面の西よりガラス戸の内側に
１基おいている。また、南面のガラス戸面内側、カーテンとの






　冬期暖房は、通常石油ストーブの設定温度を 20 〜 22℃にし
ている。ただし居間を使っていない夜間や日当たりの良い昼間
は電源スイッチを切る。スイッチを切った翌朝６時 20 分頃の「お
んどとり」が示す温度は 11 〜 12℃である。外気温度の高低が
大きく影響するが、ストーブの電源スイッチを入れて１時間程





表 20　古民家の屋内外とラジエーター表面温度 − 2008 年 2 月 3 日
外気 中門ホール 同２階 風除室 本屋
ラジエーター表面　　　　　
中門ホール 台所 洗面室 本屋板間
－ 3℃ 15 〜 17℃ 8℃ 2 〜 5℃ 5℃ 53℃ 55℃ 44-50℃ 8℃
表 22　暖房時の書斎の温度湿度変化 − 2008 年 2 月 10 〜 11 日
時刻 室温・湿度 外気温・湿度 備　　考　　　　　　　　　　　　　　
6:20 18.9℃・　　 3.4℃・　　 少し前に起床し、部屋を出る
7:20 18.4℃・　　 － 再び部屋に入る。室温 0.5℃下がっている
8:20 19.7℃・　　 4.4℃・44％ 室温 1.3℃上がる。窓の雨戸形ボード 1 枚外す
8:40 19.3℃・51％ 4.7℃・44％ 室温 0.4℃下がる。窓のボード外した影響
9:20 19.0℃・51％ 4.8℃・42％ 室温 0.3℃さらに下がる
10:20 18.6℃・50％ － 室温 0.4℃さらに下がる。この後に外出する
15:00 16.4℃・52％ 9.3℃・33％ 再び部屋に入る。外出の間に 2.2℃下がる  
15:30 17.2℃・51％ － 30 分間に室温 0.8℃上がる
16:00 17.6℃・51％ 8.3℃・35％ 30 分間に室温 0.4℃上がる。外気は下がる
17:00 17.6℃・53％ － 室温は変わらない
17:30 17.8℃・53％ 7.0℃・35％ 窓の雨戸形ボードを取り付ける
18:30 18.2℃・51％ 6.6℃・34％ 室温上がる。18:50 部屋を出る
20:00 17.2℃・48％ 6.4℃・42％ 無人の間は室温下がる。書斎で就寝
5:30 18.2℃・54％ 2.5℃・47％ ２月 11 日朝。夜中は室温 18℃代であった
< 電気ヒーターパネルの温度調節は高と中の間の目盛りとした）< 天気晴れ・薄曇り >
表 21　書斎室温の立上り状況 − 2008 年 2 月 8 日
17:20 18:00 18:30 19:00 20:00 備　　考
書斎　北面 8.9 8.7 8.7 8.7 13.2 18:55 電気ヒーター点火
居間　南面 14.1 18.7 20.2 ○ 17:35 灯油ストーブ点火
玄関　北面 9.1 8.6 8.1 ○ 暖房器具なし



















































れる（表 24 ）。まだ積雪が２ｍもある寒い３月 13 日にぶなの木
学舎を会場としてシンポジウムをおこなった。このさい各地か





















たりの値段は 37 円、２月に 40 円になった。その後、50 円、
70 円と値は上がったが、急激に上がりだしたのは 2007 年から
で 11 月に 96 円、2008 年５月からはさらに急激になり、同
８月に 133 円になった。９月に 120 円に下がったが、こら






















＊ 6 「次世代省エネルギー基準」とは、1999 年３月に告示された
「住宅に係るエネルギーの使用の合理化に関する建築主の判
断の基準」の通称である。この基準は最初1980年に定められ、






















































































灯油タンク 200 ℓの灯油の減り方からみて１日に５〜 10 ℓ
程度と推定される。灯油の減り方は外気温の影響を大きく
受ける。
＊ 22 部屋容積の計算。（1.76m × 2.52m ＋ 1.82m × 2.30m ＋ 1.82m
× 0.9m ÷ 2 ）× 2.1m＝（4.435 ㎡＋ 4.186 ㎡＋ 0.819 ㎡）× 2.1m
＝ 19.824 ㎥）
＊ 23 暖房器は交流 100V 320W 50-60Hz 共用で、器具の寸法は幅









安単価 22 円／ Kwh として計算しているとのこと。















＊ 26 小型温度記録計　おんどとり Thermo Recorder TR-72S S/
N 00AA55。なお外側の「おんどとり」は途中で故障したの
で記録がとれなかった。
＊ 27 放射温度計　Spot Thermometer HT21 NO.12401937 ミノ
ルタ㈱。
＊ 28 石油ストーブの仕様は以下の通り。石油暖房機 DAINICHI 
FW－4240S 強 制 通 気 形。 燃 料 消 費 量 最 大 0.438 l/h、 最
小 0.089 l/h。 暖 房 出 力 最 大 4.20kw（ 3610kcal/h）、 最 小
0.85kw（ 730kcal/h）。標準適室木造 11 畳まで、RC15 畳ま
で。外形寸法　445mm × 508mm × 312mm、本体 465mm
×262mm。電源 100v、50/60hz。定額消費電力は最大消費
電力 308/308w（点火初期に短時間発生）、燃焼時消費電力
157/157w（大火力時）、78/78w（小火力時）。1999.12 購入。
42　住宅における省エネ対策の事例研究　－木造古民家とＲＣ集合住宅との場合－
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